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アスペルギノレス症の免疫病理学的研究

1. 抗原の精製及び加熱死菌によるアレルギ一反応

河 内 薫

(北海道大学結核研究所病ー理部 主任森川和雄教授)

〔昭和39年1月10日受付)

近年，化学療法，殊に抗生物質ならびに副腎皮質ホノレ

モン治療の著しい発達と共に菌交代症として真菌に対す

る関心が深まってきている。一方従来からアレルギ{性

呼吸器疾患の病因として真菌の重要性が指摘されてい

る1)0 allergenとしての真菌の中 Aspergilli特に As-

perg川usfumigatus は最も重要な真菌の1っと考えられ

ている。また Af山口19atus感染症における病変の多様

性は結核，癒等に似ており，同じように複雑な免疫機構

が関与していることが想像される2)0

一般に臨床上，真菌症特に外因性

真菌症では感染後の抗体産生が低い

にもかかわらず，強い免疫を得て再

感染は殆んどみられないことが特徴

とされている旬。しかし感染時に

allergenとしてどのような役割を果

たすのだろうか。叉宿主側の感染状

態は他の細菌感染症の場合と同じだ

ろうか。更には実験的に感染の成立

を免疫によって防禦出来るだろう 沈溢

か。 透析

これら真菌症の免疫機序に関する 凍結乾燥

問題はいまだ充分明らかでなく基礎附硫d飽和画分
的究明が望まれている。そこで筆者 | 

(Arf) 

④ 

は免疫病理学的立場からアスベルギ

ルス(以下アスベと省略)症の本態

を究明せんと試みた次第で、ある。

今回は A fumigatusから抗原性

のより高い成分の分画を試み，更に

A. fl1migatl1s死商感「十時の積々のア

レルギ一反応を検索した。

実験 1 抗原について

(1) 各種分画法の試み

Czapeck-Dox液体培地で1.5ヶ月

間37'Cで培養して得たアスベ菌体(

当研究所予防部門より譲り受けたもの〕及び培地から蛋

白成分及び多糖体成分を目標として表1，2のように様

々な分商法を試みた。得られた画分の中，実際に抗原と

して使用し得たのは①，②，⑧，⑮画分て‘あった。⑧，

⑦画分は水への溶解度が低く，その他は収量が少いため

使用出来なかった。

(必各画分の皮内反応原性及び沈降反応原性

材料及び方法

a) Czapeck-Dox液体培地で37'C，1.5ヶ月間培養した

表 A fumigatl1s培地の分商法
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表 2 A. fumigatus菌体の抽出法

Czapeck-Dox液体培地 (37T，1.5ヶ月)
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アスベ菌体を集め， 100
o
C15分 (K田 h)で加熱死菌を作

り乾燥後磨砕した。乾燥菌として50仰を 1meの生食水に
浮遊させ，等量の adjuvant(Drackeol 9・Arlacel1)を

加え 2meとして4日間隔で 6回，健康家兎10匹の替部筋
肉内に注射した。最終感{乍後7日日に④，⑧，⑬画分の

0.001%生食溶液をO.lme宛皮内注射後24時間目に反応を

i十測し7こ。

b)上記アスベ死菌 30mgを2me生食水に浮遊させたも

の及び 1me生食浮遊液に等量の adjuvantを加え 2meと

したものを各2回宛健康家兎8匹の聖子部筋肉内に注射し

た。最終感作後10日目に①画分は0.001%生食溶液を，

②両分は0.01タ生食熔液を各0.1me宛皮内注射した。注
射後24時間日に反応を測定した。

以上 a)，b)実験共に皮内反応直前に心採血により血

清を分離し，抗原として各画分の0.01%生食溶液を用い

重層法により沈降抗体価を測定した。

成績

a)実験は表3に，b)実験は表4にその結果を示したo

アスベ死菌感作家兎での皮内反応は②画分即ち培地から

の硫安塩析で得られる蛋白成分が最も反応が強く，次で

⑧画分即ち菌体の硫安塩析による蛋白成分，及びiQ画分

即ち菌体のアノレコーノレ沈澱法による多糖体成分が強く，

②画分即ち培地のアルコール抽出による多糖体成分が最

ilqil皮日そi
ILI211三!?i:三
;(;::(;;!二九日J!
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も弱い。更に沈降抗体価についてみると同じ動物でも画

分によって抗体価に相当の差があり，叉個体による差も

著しい。それで沈降反応原性の比較は困難だが64倍を示

したのは⑧画分だけであり，陰性の割合も最も小さL、。

尚沈降抗体価と皮内反応の強さの問には特に相関関係は

見られない。

(3) ①，⑮画分の皮内反応の経過

材料及び方法

アスベ死菌感作家兎10匹〔実験(2)a) と同じ感作法〉

表 4①，⑧画分による皮内反応及び血清沈降価

87 
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81 
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11 x 10 

13x 13 

20x 17 

* 0.001%抗原液を使用
料 0.01%抗原液を使用
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図 1①及びl!I画分の皮内反応の経過
注1 反応の強さは縦横発赤の平均値に硬結により増加

した皮膚'の厚さをかけた値である。

注2 +，一，は発赤の程度
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と健康家兎2匹の皮内に各画分の0.00L96'生食溶液O.lmC

Mを注射後，経時的に反応の強さを計測した。(図 1) 

成 績

感作家兎での②両分による皮内反応では注射後3時間

自に強い浮履から或る wheal反応が著名だが24時間で

中心硬結を伴った境堺鮮明な発赤が最強となる。⑮画分

による皮内反応もほぼ同様な経過を示すが，反応の程度

はより弱L、。

以上皮内反応原性及び沈降反応原性の点から②画分が

比較的優れていると考え， Apt-fと名付け，今後のアス

ベ実験の抗原として用いることにした。 この Apt-fは

窒素量:8. 7 4~6' (Biuret法)，グルコース量:14.5% (An-

thron法)，水可溶性褐色粉末で，漏紙電気泳動上血清蛋

白の s-globu¥in画分に一致する 1つの peakを示した。

(図2，末尾44頁に掲載)

(4) Apt-fを抗原とした際のアレルギー反応

a. passive cutaneous anaphylaxis. 

材料及び方法

使用動物:成熟正常モルモット 6匹

抗アスベ血清:アスベ加熱死菌感作家兎 U~ f'卜 17 法は

後述)P51の心採血より分離した。

抗原液:Apt-f 4 mgを1meの生食水に溶解し， 0.5 %濃

度になるように Evansblueを混合した。

色素液:0.5% Evdns blue生食水溶液

モルモット 6匹の腹部皮内に非稀釈， 10倍， 501音稀釈

抗血清を図 3(末尾44頁に掲載〕の如く各2ケ所に0.1

me宛注射した。対照として1ヶ所に生食水0.1meを注射

した。皮内注射後 2群に分け 1時間日及び6時間百

にそれぞれ2匹のモルモットに Evansblue加抗原液の

1 meを静注した。対照として 1匹に Evansblue色素液

を静注した。 15分後にエーテルにより屠殺し，皮膚を剥

離し，裏面より皮内注射部の着色斑を計測した。

成績

表 5，図 3(末尾44頁に掲載〕の如く反応の強さは全

て静注した抗血清の濃度に比例しているが， Ovary 4)に

よれば非稀釈血清を注射した場合はヒスタミン遊離によ

る非特異的な小血管の透過性が起り， 6時間は持続する

1) 1時間実験

表 5Apt-fによる何回ivecutaneous anaphylaxis 

2) 6時間実験

動 抗 後 colour spotの 反*

血 * 物 応

番
清 処 大きさ

程稀ー

号 釈 置 m口1* 
度

動 抗 後 colour spotの
反*

血 * 物
清 処 大きさ

応

番 稀
程

号 釈 置
ロ1立1* 

度

1 × 20 x 19 日 1 × 18 x 16.5 十件

10 x 色 3.5X 3 土
P 1 

50 x 素 3 x2.5 土
力日

10 x 色 10 x 9 + 
P4 

素
50 x 3.5x2.5 土

カ日
生食水 抗 3 x 3 土 生食水 抗

1 X 原 15.5x 10 4十 1 × 原 23.5x 21 十町

液 液
10 x 静 1. 5x 1 ± 10 x 静 17 x15.5 十社

5 
注 5.5x 5 + 50 x 注 9.5x8.5 + 

3 x 2 ± 生食水

1 X 12 x 11.5 +十 1 X 3.5x 3 土

10 x 

皇液静注
6.5x 6 十

3 

50 x 5.5x 5 + 

色
10 x 

液警索
4 x 4 土

6 

50 x 

生食水 4 x 3 土 生食水

*後処置15分後の判定

料 Ovaryの判定規準による
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使用動物:体量2.5~2. 8kgの健康家兎4匹。

)えJ骨準備閃{:アスベj弱体多新体回分 C，ii!記10匝i'i}) • 

Apt-f (自i]記のcu画分).地地の多事~体画分(前記②画

分〕の各0.01%生食液及び培養滅液(アスベ1.5月培

養の Czareck-Dox液体情itt:を Seitz減過により無菌的

としたもの) • 2倍濃縮桔義弘主液(上記液体培地を減圧

濃縮法により弘量にしたもの〉

皮膚誘発因子:時養漏液.10倍濃縮培養泌液

家兎背部皮内に上記皮膚準備因子を各0.25me宛注射し

対照として Iヶ所に生食水0.25mCを注射した。 24時間後

に誘発因子として2匹には体重1kgあたり 1meの割りに

アスベJ者養滅淡を，残りの2匹には同量の10倍濃縮j若養

iI菌液を静注した。注入後4時間日に準備因子注射部位の

が血清を50倍以上に稀釈した場合は透過性先進は起らな

L 、と述べられている。これに従って 1時間{I!iでは抗血前

50倍稀釈部位の着色斑の強さを比較すると，抗原液注射

モノレモットと色素液注射の対照モルモットとの聞に殆ん

ど差は認められず，叉生食水注射部位にも疑陽性の反応

がみられる。しかし6時間値では非稀釈血清部位及び50

倍稀釈血清部位共に抗原液注射モノレモットでは反応は明

らかに陽性である。これに反して対照モルモットでは非

稀釈血清部位ですらも疑陽性程度に出ているにすぎな

い。この結果から抗アスベ血清中に皮膚過敏性抗体が存

在することを確認した。

b. Schwartzman反応

材料及び方法

ー
準 反動 誘

備ー
応

血物 発 の

番 因 因 大き 壊

号 子 子 J、ーt mm 死

⑩画分
(ー〉 (ー〉
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生食水| (一〉

アスベ培養漏液及び培養鴻液成分による Schwartzman反応
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反応を測定した。 使用動物:体重2-3kgの成熟健康家兎

成 績 感作方法 (Zapeck-Dox液体培地で3TC1ヶ月間培養し

表6の如く，アスベ培養憾液では準備注射後24時間目 たA.fumigatusを集め 100'C15分で、加熱死菌とし，乾

にもなお相当強い発赤を残しているが，誘発因子の注射 燥後磨砕した。この50仰を 1meの生食水に浮遊させ，等

後発赤の中心部に明瞭な出血性壊死をきたし Shwartz- 量の adjuvantを加えて 2meとし， 13匹の家兎の啓部筋

man反応陽性と判定した。準備因子としての培養滅液注 肉内に4日間隔で5回，更に45日後に追加免疫を1回行

射部以外の場所は全て陰性だった。 った。

c. Prausnitz-Kustner反応 重接種方法:最終感作後14日目に上記加熱死菌0.5仰を

材料及び方法 1 me生食浮遊液として静注した。なお対照群として13匹

使用動物:正常家兎2匹 の家兎に同禄な方法で菌液を静注した。接種後，日を追

抗アスベ血清:アスベ加熱死菌感作家兎 P51 (感作方 って剖検し，肺の病理組織変化を比較観察した。なお静

法は後述〕の心採血より分離した。 注直前及び剖検時に採血し，重層法により抗体稀釈法で

抗原:Apt-f 血清沈降価を測定した。抗原としては Apt-fの 0.01% 

家兎の背部皮内に抗アスベ家兎血清0.2meを注射した。 生食溶液を用いた。

48時間後，同部位に抗原 Apt-fの0.00L96生食溶液を0.1 成 績

me再注射した。対照として同じ家兎に正常家兎血清，及 1. 血清沈降価の変動

び抗アスベ血清を注射した部位に上と同様，それぞれ抗 表7をみるとアスベ加熱死菌感作家兎における重接種

原及び生食水を再注射した。再注射後経時的に反応の強 (以下チャレンジと呼ぶ〉直前の沈降価は2倍から 128

さを測定した。 倍の聞に広がっている。死菌チャレンジにより沈降価の

成 績 多くは影響を受けないか叉は上昇している。しかしチャ

図4は再注射後の皮内反応の強さを時間を追ってグラ レンジ後経時的な変動はみられなし、。叉対照群では菌静

車
肉

声L80 
む
の
51¥ 
.2 60 

制+

i/一

--ー・」正常且者災tiv照
。一一0%.え島争人fk貌
X~ 杭島ヲ高〆事量点」

図 4 Prausnitz-Kustner反応

図1と同じ記載法による O

ブに表わしたものである。注射後6時間までは正常血清

×抗原部位も抗血清×抗原部位と同程度の反応を示すが

6時間以後反応は次第に減弱する。一方抗血清×抗原部

位は24時間自に発赤反応は最も著名になった。 48時間後

もなお明らかな発赤を残していた。対照部位との差はP

CA反応ほどで明白ではない。

実験 2. アスべ加熱死菌重接種実験

材料及び方法

使用菌株:A. fumigatus教室保存株

注後の沈降価は全経過を通じて陰性だった。

2. 肺の病理学的変化

a)感作群

1日目:

肉眼所見:全肺葉に小出血斑が散在し，莱粒大以上の

灰白色半透明結節が無数に認められた。特にP33は全棄

が著しく膨隆していた。

組織学的所見:多核白血球を中等度に混えた単核細胞

群がび慢性に叉集合的一部繁殖炎的に増加しているのが

特徴的で，菌塊，多核白血球を中心に大結節状を示す所

もあった。 P33は肺胞内への出血が限局的に強くみら

れ，胞隔浮腫も著名だった。又動脈周囲にリンパ液のう

つ滞が目立った。

3日目:

内限所見 1日目と同じような灰白色の小結節が更に

増加して全葉に密生し，結節の融合化も目立つた。出血

斑は殆どみられなかった。死亡したP38は全葉が著しく

膨隆して硬度を増し暗家赤色を呈していたが他の2匹に

見られるような結節は全く認められなかった。

組織学的所見:菌塊，多核白血球，大単核細胞からな

る大集合巣に胞隔月巴厚も加わり，病変はび慢性で最も高

度の時期である。更に胞隔浮腫及び大惨出細胞の肺胞内

への移出が目立ち，小動脈周囲には惨出液と共に大j参出
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が2-3個認められるにすぎなかった。

組織芋的所見:散在性に軽度の胞隔肥厚が残り，類上

皮細胞からなる小結節がみられた。気管支リンパ節中に

大きい類上皮細胞巣が所々にみられた。肺胞内への細胞

穆出は殆んど認められなかった。

21日目:

肉眼所見:病変は全く認められなかった。

組織学的所見:小血管周囲に小単核細胞浸潤の遺残が

わずかに認められるにすぎ、なかった。

b)対照群

1日日:

肉眼所見:出血斑は全く認められず，感{乍群に比べて

やや小さい灰白色半透明の結節が全棄に散在性に認めら

れるにすぎなかった。

組級学的所見:菌塊を混じえた多核白血球の浸潤巣を

大単核球層が取り囲んでいる像がみられるが，感{乍群に

比べると透かに小さく，病変程度も軽かった。多核白血

球の肺胞内への穆出が比絞的多くみられた。 P68は軽度

の胞隔肥厚がび慢性にみられるだけで，繁殖炎像は全く

/工カ、っ7こO

細胞及び多核白血球の移出がみられた。 P38は肺胞内へ

の出血と穆出液が著名で，胞隔浮腫が強度に認められた

が，間質及び肺抱内への細胞宙開は全く少なく，繁殖炎

像は全くみられなかった。

5日目:

肉限所見:病変は軽快して粟粒大以下の小結節及び小

出血斑が散在していた。

組織学的所見幼若類上皮細胞及び大単核球を主とし

た結節が散在し，病変の結節化が強くみられた。胞漏肥

厚も更に増強していた。多核白血球の量は3日目と比べ

減少しているが，肺胞内には大惨出細胞が散在性に認め

られた。

7日目:

肉眼所見:粟粒大の灰白色結節が数個散在性に認めら

れるにすぎなかった。

組織学的所見:限局性に胞隔肥厚がみられ，更に分化

の進んだ類上皮細胞を主とした結節が少数認められた。

P35は結節傾向は少ないが胞隔肥厚が強かった。

14日目:

肉眼所見:病変は更に軽度になり，粟粒大以下の結節
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内Ili*所見:来粒大の白色ふい Llj(じi色の結節がわずか

に散在するにすぎ、なかった。

組織学的所見:菌塊，多核白血球を中心に大単核細胞

層がとりまいた結節状集合巣像がわずかにみられた。細

胞質にエオジン曙好性物質を貧喰し，膨化した大j参出細

胞が肺胞内に移出している像もみられたが，感{乍群と異

なり，病変が限局性であるのが特異的である。

5日目:

肉眼所見:病変は一層軽快して粟粒大の結節が数個認

められるにすぎなかった。

組織学的所見:多核白血球を殆んど含まない大単核細

胞を主とした小繁殖炎像が散在していた。胞隔肥厚は限

局性にみられるが病変は更に限局化の傾向を示した。

7日目:

肉眼所見:粟粒大以下の小結節が 2-3個認められる

にすぎなかった。

組織学的所見:小単核球からなる小結節が所々残存し

ているにすぎなかった。

14日目:

肉眼所見:病変は殆んど認められなかった。

組織学的所見:軽度の胞隔肥厚がわずかに残っている

にすぎなかった。

21日目:

肉眼所見:病変なし

組織学的所見:病変なし

c)小括

以上，肺の病理変化を総括すると，感作群ではアスベ

死菌チャレンジ後すでに1日目から病変はび慢性に発生

し， 3日目の病変は最も高度で，間質への著しい細胞浸

潤，胞隔浮腫，出血を主とした広範な病変となった。そ

れに反して対照群では終始，感作群に比絞すると遥かに

病変は軽度で，始めから浸潤細胞の集合的傾向があり，

限局化され，次第に吸収されていった。病変の持続日数

は感作群の方がむLろ延長する傾向にあるが，繁殖細胞

の分化程度はより早いように思われた。尚，肺の病変程

度と血清沈降価の聞には何等関連性は認められなかっ

7こ。

総括と考案

現在一般にアスベ症の免疫学的診断用として臨床的に

も用いられている抗原は秋葉法5)による菌体多糖体画分

であるが(前記@画分)，培養溶液を抗原として用いて

いる実験もわずかにみられる6)7)8)。筆者も抗原性のより

i台iい成分を得ょうとして， j荷有休の凍結融解によるh州¥11山J1，

u山rea江! +抗州州l甘山11けiI山L:， buffe町rによる抽I[山lu1i等子主企f試」み4弘kたが， ¥，し、す

量が悪くし，実際には使用出来な力か通つたo Pepys8)は A fu-

migatusから 3種の抗原を作り，皮内反応抗原としては

1ヶ月培養猪液が最も有効て、あり，次に mycelialmattか

ら抽出した cellsapが，ついで乾燥した myceliumか

らの石炭酸抽出液がよいと報告している。それで筆者は

培養滅液から抗原性の高い成分を分画することを試み，

硫安塩析により蛋白成分をえた。収量が少ないという難

点はあるが，皮内反応原性及び沈降反応原性の面で優れ

た抗原であり，分画操作も簡単であると考える。アスベ

加熱死菌感作家兎では128倍までの血清沈降価と11x 10 

mm~33x 31酬の皮内反応を示した。この皮内反応は注射

後 3時間目に著名な浮腫をきたL，24時間目には硬結を

伴った境界鮮明な発赤が最強となるいわゆる Arthus型

の反応である。この抗原はまだ実験的にしか使用してお

らず，臨床上どの程度の価値があるかは確実なアスベ患

者と健康人について検査した上でその特異性を検討する

必要がある。今後の実験ではこの Apt-f抗原を使用す

ることにした。各画分の皮内反応原性の比較において，

培養i慮液画分p 菌体成分抽出画分ともに蛋白成分が多糖

体成分より優れていたことは興味深い。

Apt-fの抗原性を確認する目的で行なった 3種のアレ

ルギー反応の中，特にPCA反応は明らかに陽性を呈L，

抗アスベ血清中に皮膚過敏性抗体の存在することを証明

した。

次に実験的アスベ症においてアレルギー性感作の成立

を確認し，アレルギー病変発生の基礎を知る目的でアス

ベ死菌チャレンジを試みた。アスベ死菌感作により血清

沈降価は 4 倍~ 128倍主での値を示したが各家兎による

個体差があり又チャレンジによる沈降価への影響も規則

的ではなL、。 Pepys8)は沈降素が肺の Arlhlls禄反応を仲

介するとし、う仮説を立てており，叉 A fumigatllsに対

する沈降反応陽性率は気管支附息患者が最も高¥，，1)こと

からA fllmigatllsに対する hypersensitivityが病変発現

上重要な役割を果たす可能性が考えられたが，今回の実

験では沈降抗体価と肺病変の間には何ら相関関係は認め

られなかった。しかし感作家兎の肺においてチャレンジ

後 1~3 日目にみられる肺胞内への出血を特徴とした多

核白血球及び大単核球の大量の浸潤はアレルギー反応に

よるものと考えられる。つまり，アスベ死菌で感作され

た肺組織は再び侵入してきた抗原と強く反応し，広範な

病変を生じ，その吸収治癒には一層の時聞を費やしてい

るものと考える。これに反して対照群で、は初期に異物炎



るだけですみやかに吸収消失する。岩田9)は感作家兎に

アスベ生菌をチャレンジして，感('1・によって感染が成虫

し易くなり，病変程度はより強くなることを観察してい

るが，今回の実験から，感作による初期の広範なアレノレ

ギー反応病変が抵抗力の低下をきたし，生菌の定着，発

育をより容易にしているのではないかと考えることも川

来る。

更に感作家兎では高度のアレルギー病変発生後，早期

に類上皮細胞性繁殖炎に変わるのに反して，非感作家兎

では単核細胞性炎症に終わることは実験的結核症におけ

る感作処置の影響に全く類似しており10)， hypersensitiv-

ityが密接に関与していることを確認するものである。し

かし実際に臨床上遭遇する病変は抗原抗体反応のみで成

立するのではなく，生菌感染による菌の増殖，代謝産物に

よる toxicityも加わり， host判 rasiterelationshipによる

更に複雑な反応が予想出来る。それで次に感作処置の影

響を生菌チャレンジによって試みる必要を感じた。

結 論
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変動と比較検討した。

ユ.感作家兎ではチャレンジ後直ちに高度のU:l血，多
絞白血球，大単骸球の浸潤からなる広範なアレルギー性

病変が発生し，すみやかに類上皮細胞性繁殖炎に変わる

のに対して非感作家兎では初期に軽度の異物炎をみるだ

けで病変はすみやかに吸収消失した。

b.沈降抗体価の変動と肺病変の聞には何ら相関関係

は認められなかった。

c.アスベ病変発生に感作処置が重要な因子として作

用し，死菌チャレ γジによって定型的なアレノレギー病変

が発生することがわかった。
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写真説明 大単核細胞結節。

1~8 実験E病変 5 P46，同じく 7日目の右肺下葉。気管支周聞に更に

1 : P34，アスベ死菌感作家兎にアスベ死菌静注後1日 分化の進んだ類上皮細胞を含む結節。

日の家兎左肺下葉。多核白血球を混じえた大単核細胞群 6 : P39，同じく 14日目の右肺上葉。気管支リンパ節中

が繁殖炎状に増加している。 に類上皮細胞の大結節。

2 : P33，同じく 1日目の左肺下葉。肥厚した動脈周囲 7 : P55，正常家兎にアスベ死菌静注後1日目の右目市上

にリンパ液がうつ滞し，小単核球が血管壁及び柿胞内に 葉。菌塊をわずかに混じえた大単核細胞，小単核細胞か

浸潤している。 ら成る小結節。胞隔の肥厚が限局性に軽度にみられる。

3 : P32，同じく 3日目の右肺下葉。菌塊，多核白血球 8 P60，同じく 7日目の左肺下葉。小単核球を主にし

大単核細胞がび慢性に浸潤増殖し，胞隔肥厚も目立ち， た小結節の残存像。

病変は最強の時期。(以上全てHE染色〉

4 : P42，同じく 5日目の右肺下葉。類上皮細胞を含む
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図 2 培養i慮液蛋自画分 Apt-fのi慮紙電気泳動

図 3 pa日ivecutaneous anaphylaxis 

右 P5，後処置として色素加抗原液静注

左 P6，後処置として色素液静注

6時間実験
非稀釈血清， 2 ; 10倍稀釈血清， 3; 50倍稀釈血清- 4 生食水
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